
新年ファンタジック花火
　１月１日午前０時、飯生神社

において年越しと同時に約２００

発の花火が打ち上がり、新しい

年の幕開けが盛大にお祝いされ

ました。

２０１６年

平成２８年２月
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（２） おしゃまんべ議会だより 第１８６号

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
自
治
体

の
同
一
執
行
機
関
内
に
お
け

る
複
数
の
事
務
間
で
特
定
個

人
情
報
を
移
転
し
、
個
人
番

号
を
利
用
す
る
場
合
、
そ
の

利
用
で
き
る
事
務
の
範
囲
を

条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
制
定
す
る
も
の
で

す
。

○
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
①
番
号
利
用
法
施
行
に
伴

い
、
法
人
番
号
が
付
与
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
一
部
改
正
で

す
。

　
②
国
税
徴
収
法
等
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方

税
に
お
け
る
猶
予
制
度
に
つ

い
て
、
地
方
分
権
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
一
定
の
事
項
を

条
例
で
定
め
る
た
め
の
一
部

改
正
で
す
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
適
用
に
伴
う
固

条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例

○
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予

及
び
減
免
の
申
請
に
個
人
番

号
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

○
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

２７

正
予
算
（
第
６
号
、
第
７

号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６

１
７
７
万
６
０
０
０
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
　
億
７

４６

７
６
７
万
８
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
お
も
な
補
正
は
、

道
支
出
金
や
繰
入
金
な
ど
の

追
加
、
歳
出
は
、
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備

事
業
補
助
金
や
国
保
会
計
へ

の
繰
出
金
な
ど
の
追
加
で
す
。

○
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保

２７

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
　９０

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
　
億
１
２
１
６

１１

補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予

補
正
予
算算算算算算算算算算算

　平成２７年第４回定例会は、１２月

１０日から１５日までの６日間の会期

で開かれました。

【１２月１０日】

　木幡町長から行政報告を行い、

その後、条例の一部改正や補正予

算などの審議をし、選挙管理委員

会委員及び補充員の選挙を行いま

した。

【１２月１５日】

　一般質問に５人の議員が登壇し、

町政に対しての所信を質しました。

　慎重に審議した結果、提案され

た議案すべてを原案のとおり可決

し、閉会しました。

第 ４ 回

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

平成27
年

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定
資
産
税
の
免
除
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
同

３３

３１

法
が
期
間
延
長
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
一
部
改
正
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
①
国
民
健
康
保
険
制
度
の

適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
、

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に

伴
う
一
部
改
正
で
す
。

　
②
減
免
申
請
に
個
人
番
号

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

一
部
改
正
で
す
。



（３）おしゃまんべ議会だより 第１８６号

万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

○
平
成
　
年
度
ガ
ス
事
業
会

２７

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

は
１
億
１
９
３
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

○
平
成
　
年
度
水
道
事
業
会

２７

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
１
億
６
７
７
９

万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

○
平
成
　
年
度
病
院
事
業
会

２７

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
　２４

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
６
億
５
６
０
８

万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
の
ゴ
ル
フ
場
関

１７

連
賃
貸
料
等
請
求
事
件
判
決

の
当
該
債
権
の
消
滅
時
効
に

お
け
る
　
年
の
時
効
期
間
の

１０

経
過
に
よ
り
、
裁
判
手
続
に

よ
る
執
行
の
方
法
を
利
用
す

る
こ
と
が
事
実
上
で
き
ず
収

納
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
次

の
債
権
を
放
棄
す
る
も
の
で

す
。

（
放
棄
す
る
債
権
）

　
①
土
地
賃
借
料

　
７
２
６
万
５
３
３
５
円

　
②
ゴ
ル
フ
場
内
池
埋
立
費

　
用
６
０
０
万
円

（
債
務
者
）

　
ス
テ
ー
タ
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
有
限
会
社
取
締
役
　
廣
海

光
一

　
ス
テ
イ
タ
ス
株
式
会
社
代

表
取
締
役
　
松
本
健
嗣

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い

て
　
平
成
　
年
１
月
　
日
を
も

２８

１６

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
広
澤
範
夫
氏

　
　
堀
江
美
知
子
氏

　
　
鹿
島
あ
つ
子
氏

　
　
菅
野
慶
一
氏

　
同
補
充
員

　
　
白
鳥
邦
雄
氏

　
　
五
島
史
郎
氏

　
　
笹
村
和
志
氏

　
　
森
恭
一
氏

そそそそそそそそそそ

のののののののののの

そ

の

他他他他他他他他他他他

　今回、「若手職員の議会傍聴」として１２月定例会の一般

質問を傍聴しました。議会事務局の仕事を手伝ったことも

あり、議会の流れや雰囲気は知っていましたが、傍聴席か

ら見る議会はそれとは違いとても新鮮に感じました。

　一般質問は、防災・地方創生などについてありましたが、

通告書にない再質問についても特別職・管理職の迅速な議

会対応を見ることができました。

　今回、議会を傍聴して、特別職・管理職のように自分の

仕事でも迅速な対応ができるように頑張りたいと思いまし

た。

傍聴席から

長万部町役場総務課勤務

　　　　　梨木　陽介さん

傍聴お待ちしています。次の定例会は３月です。
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冬
の
地
震
の
備
え
は

備
蓄
の
必
要
性
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る

　
大
谷
　
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
大
地
震
。

厳
冬
期
の
道
内
で
被
災
す
れ

ば
、
過
酷
な
避
難
生
活
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
最
優

先
す
べ
き
課
題
の
１
つ
は
、

防
寒
対
策
だ
。
冬
の
地
震
の

備
え
に
つ
い
て
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

　
１
点
目
、
真
冬
の
北
海
道

で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た

れ
た
場
合
の
防
寒
対
策
は
な

さ
れ
て
い
る
か
。

　
２
点
目
、
防
寒
用
品
だ
け

で
は
な
く
、
冬
も
救
援
や
支

援
が
届
か
な
い
事
も
想
定
し
、

最
初
の
三
日
間
程
度
の
飲
食

料
品
な
ど
備
え
て
い
る
か
。

　
町
長
　
１
点
目
、
災
害
時

の
備
蓄
品
と
し
て
年
次
計
画

に
よ
り
毛
布
や
敷
マ
ッ
ト
を

購
入
し
て
お
り
、
本
年
　
月
１１

末
現
在
、
毛
布
１
６
９
０
枚
、

マ
ッ
ト
１
１
４
０
枚
を
備
蓄

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る

対
策
と
し
て
、
リ
ー
ス
会
社

や
石
油
業
協
同
組
合
等
と
の

応
援
協
定
に
よ
り
、
緊
急
時

に
は
優
先
的
に
各
種
機
器
や

燃
料
等
の
供
給
を
受
け
ら
れ

る
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
点
目
、
現
在
は
食
料
備

蓄
は
な
い
が
、
給
水
対
策
と

し
て
　
リ
ッ
ト
ル
タ
ン
ク
１

２０

０
０
個
、
６
リ
ッ
ト
ル
の
袋

３
４
０
０
枚
を
確
保
し
て
い

る
。

　
非
常
時
に
は
、
飲
料
水
メ

ー
カ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
等
と
の

応
援
協
定
に
基
づ
く
商
品
の

提
供
や
、
北
渡
島
・
檜
山
北

部
４
町
に
よ
る
相
互
応
援
協

定
に
基
づ
く
食
料
品
・
飲
料

水
や
生
活
必
需
品
の
提
供
な

ど
、
各
種
協
定
を
有
効
に
活

大谷 敏弥 議員

用
し
な
が
ら
、
今
後
、
食
料

品
の
備
蓄
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

　
ま
た
、
避
難
訓
練
や
各
種

講
演
会
な
ど
を
通
じ
、
引
き

続
き
各
家
庭
に
お
け
る
備
蓄

の
必
要
性
な
ど
、
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
た
い
。

　
大
谷
　
１
点
目
、
リ
ー
ス

会
社
等
と
協
定
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
道
路
の
寸
断
や
停

電
が
起
き
た
ら
、
機
器
や
燃

料
の
供
給
は
遅
く
な
る
。
ど

こ
の
避
難
所
も
電
気
で
稼
働

す
る
設
備
が
多
く
、
停
電
時

に
は
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
そ
の
点
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
は
停
電
時
で
も
暖
を
取

れ
、
煮
炊
き
も
で
き
便
利
だ
。

避
難
所
に
数
台
石
油
ス
ト
ー

ブ
を
保
管
し
て
は
ど
う
か
。

　
２
点
目
、
物
資
が
す
ぐ
に

供
給
さ
れ
な
い
事
も
想
定
し
、

最
低
限
３
日
間
程
度
の
飲
食

料
品
が
あ
れ
ば
、
町
民
の
被

害
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

と
思
う
が
。

　
町
長
　
１
点
目
の
ポ
ー
タ

ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
は
、
灯
油
を

入
れ
て
お
く
と
灯
油
が
劣
化

し
て
し
ま
う
。
着
火
装
置
も

電
池
が
入
っ
た
ま
ま
で
は
腐

食
す
る
。
リ
ー
ス
会
社
と
の

協
定
に
よ
り
、
早
急
対
応
で

き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
の
用

意
は
考
え
て
い
な
い
。

　
２
点
目
の
飲
食
料
品
に
は

賞
味
期
限
が
あ
り
、
大
量
備

蓄
は
無
理
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
そ
れ
を
按
分
し

て
何
分
の
一
か
ず
つ
備
蓄
し
、

賞
味
期
限
が
近
づ
い
た
飲
食

料
品
を
避
難
訓
練
時
に
参
加

者
に
配
付
す
る
な
ど
、
そ
う

い
っ
た
事
も
考
え
な
が
ら
進

め
た
い
。

備蓄中の毛布
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高
森
　
平
成
　
年
　
月
、

２７

１０

本
町
の
地
方
版
総
合
戦
略
が

策
定
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
移

住
定
住
の
促
進
を
は
か
る
と

い
う
項
目
が
あ
り
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
と
定
住

化
の
促
進
」
と
あ
る
。

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
地

域
お
こ
し
策
を
す
る
の
か
、

ま
た
、
移
住
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
実
行
す
る
の
か
。

　
町
長
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
業
務
内
容
は
、
観
光
・

商
工
・
農
業
分
野
を
想
定
し

て
お
り
、
観
光
協
会
勤
務
に

よ
る
観
光
事
業
の
推
進
や
宣

伝
、
商
工
会
事
務
局
勤
務
に

よ
る
商
工
事
業
の
推
進
や
宣

伝
、
ま
た
、
農
業
支
援
員
と

し
て
、
理
科
大
と
の
連
携
に

よ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業

や
６
次
産
業
化
支
援
な
ど
も

含
め
、
各
種
農
業
振
興
支
援

に
従
事
す
る
。

　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
移
住

ナ
ビ
の
整
備
な
ど
情
報
発
信

の
強
化
、
無
農
薬
実
践
農
場

　
町
長
　
協
力
隊
員
は
５
名

ほ
ど
の
公
募
予
定
で
あ
る
。

　
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
北
海

道
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
て
募
集
を
進
め
、

４
月
１
日
を
目
途
に
受
け
入

れ
た
い
。

　
現
在
、
協
力
隊
員
と
し
て

他
町
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

に
、
長
万
部
町
で
の
受
け
皿

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
、
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
を
す

る
た
め
の
体
制
づ
く
り
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
話
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
長
万
部
町
に
来

る
協
力
隊
員
と
、
他
町
の
協

力
隊
員
と
の
連
携
、
お
互
い

の
心
の
ケ
ア
も
含
め
た
連
携

を
進
め
て
い
く
と
成
功
に
導

か
れ
る
と
伺
っ
た
。
ま
た
、

生
活
を
き
ち
ん
と
支
え
て
あ

げ
る
必
要
も
あ
る
と
の
事
で

あ
っ
た
。
協
力
隊
員
を
迎
え

る
町
民
の
気
持
ち
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
協
力
隊
員

は
、
長
万
部
町
の
た
め
に
、

自
分
達
が
こ
こ
に
定
住
す
る

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
来

て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　
高
森
　
理
科
大
や
葛
飾
区

と
協
力
し
て
移
住
の
促
進
に

繋
げ
た
い
と
あ
る
が
、
具
体

的
に
は
。

　
町
長
　
先
日
、
東
京
と
札

幌
で
新
規
就
農
フ
ェ
ア
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
長
万
部
ブ

ー
ス
に
は
　
組
　
名
が
相
談

２８

３４

に
見
え
た
。
他
ブ
ー
ス
よ
り

も
多
く
の
相
談
者
が
訪
れ
た

と
の
事
で
、
長
万
部
町
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
方
が
い
る

の
だ
と
思
う
。

　
今
後
も
、
葛
飾
区
と
の
交

流
、
民
間
交
流
も
含
め
て
進

め
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

移
住
定
住
事
業
の
受
け
皿
と

し
て
住
環
境
の
整
備
が
一
番

肝
心
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
そ
の
辺
り
を
整
理
し
て
進

め
た
い
。

と
連
携
し
た
移
住
者
の
受
け

皿
づ
く
り
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
自
身
の
定
住
や
、

先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事

業
の
展
開
な
ど
で
、
将
来
的

に
は
農
業
法
人
設
立
に
よ
る

雇
用
の
創
出
を
目
指
し
、
都

市
部
か
ら
の
移
住
定
住
に
結

び
つ
け
た
い
。

　
高
森
　
協
力
隊
員
は
何
名

の
公
募
を
予
定
し
て
い
る
か
、

ま
た
、
公
募
の
プ
ロ
セ
ス
と

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
段
取
り
を

踏
み
、
協
力
隊
事
業
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

 

移住定住の促進について

理科大や葛飾区と協力し

　　　　　　移住促進に繋げたい

高森 功治 議員

北海道新規就農フェア（東京）
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辻
　
平
成
　
年
４
月
、
富

２６

野
地
区
の
町
有
地
に
新
幹
線

関
連
工
場
が
建
設
さ
れ
、
土

木
資
材
と
し
て
鉄
鋼
ス
ラ
グ

が
大
量
に
使
用
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に

は
不
純
物
が
含
ま
れ
、
近
年
、

土
壌
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
現
在
、
工
場
建
設
に
使
用

さ
れ
た
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
よ
る

土
壌
汚
染
は
な
い
が
、
将
来
、

土
壌
汚
染
が
発
生
す
る
可
能

性
も
、
ま
た
、
発
生
し
な
い

可
能
性
も
あ
る
。

　
国
は
環
境
面
で
の
優
位
性

な
ど
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
購
入

法
に
よ
り
循
環
資
源
と
し
て

多
く
利
用
し
、
ま
た
北
海
道

は
「
北
海
道
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
認
定
制
度
」
を
平
成
　
年
１６

　
月
創
設
し
、
利
用
を
勧
め

１２て
い
る
。

　
以
上
の
事
を
踏
ま
え
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
１
、
使
用
さ
れ
た
鉄
鋼
ス

ラ
グ
の
量
は
。

　
２
、
工
場
撤
退
後
の
鉄
鋼

ス
ラ
グ
の
取
り
扱
い
は
。

　
町
長
　
１
点
目
、
使
用
し

た
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
量
は
、
株

式
会
社
鉄
建
か
ら
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
１
万
２
０
０
６
ト

ン
で
あ
る
。

　
２
点
目
、
工
場
が
撤
退
し

た
場
合
の
鉄
鋼
ス
ラ
グ
路
盤

材
等
の
取
り
扱
い
は
、
町
有

財
産
賃
貸
借
契
約
書
の
中
で

「
契
約
期
間
満
了
の
と
き
は

現
状
に
復
し
て
返
還
す
る
」

と
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
の

後
の
土
地
の
使
用
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
当
該
業
者
と

そ
れ
ら
の
対
応
を
協
議
す
る
。

　
辻
　
「
現
状
に
復
し
て
返

還
す
る
」
と
い
う
文
言
が
あ

る
。
私
も
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
つ

い
て
色
々
調
べ
た
が
、
最
近

の
物
は
不
純
物
が
か
な
り
除

去
さ
れ
、
製
品
と
し
て
よ
り

良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
た
だ
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
な
の
で
、
使
用
中

止
に
な
っ
た
場
合
は
、
当
然
、

安
定
型
な
り
管
理
型
の
施
設

に
産
業
廃
棄
物
と
し
て
排
出

さ
れ
る
の
か
な
と
。
当
然
、

設
置
業
者
が
や
る
だ
ろ
う
と
、

認
識
は
町
と
一
致
し
て
い
る
。

　
そ
の
時
期
が
、
　

年
後
　

１０

１５

年
後
と
な
る
と
、
こ
こ
に
い

る
人
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
場
に

は
い
な
い
と
思
う
。
こ
れ
は

難
し
い
問
題
な
の
で
、
す
ぐ

に
解
決
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
が
、
将
来
に
持
ち
越
さ
な

い
形
で
、
早
め
に
協
議
し
結

論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
長
　
使
用
中
止
と
い
う

事
は
、
契
約
期
間
中
に
業
者

が
仕
事
を
辞
め
て
撤
退
す
る
。

こ
れ
が
使
用
中
止
と
い
う
考

え
方
に
な
る
の
か
と
思
う
の

で
、
途
中
で
使
用
中
止
と
い

う
言
葉
に
は
繋
が
ら
な
い
と

思
う
。

　
今
後
、
近
隣
住
民
に
迷
惑

が
及
ば
な
い
、
そ
し
て
ま
た
、

不
安
を
与
え
る
よ
う
な
事
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て

見
て
い
き
た
い
。

　第１回定例会（３月）までの各常任委員会、

議会運営委員会の所管事務等調査事項を次のと

おり決めました。

《総務常任委員会》　　《産業建設常任委員会》

　・ガス事業　　　　　・農業振興

　・給食センターの運営状況　・商工観光振興

　・いじめ防止対策　　・除雪事業

《議会運営委員会》

　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に関

　　する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががががががががが受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容（委員会が受け持っている調査内容））））））））））））））））））））））

鉄鋼スラグの対応について

今後、注意して見ていきたい

辻　 紀樹 議員
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地
方
創
生
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
創
生
事
業
を
進
め
る

　
辻
　
平
成
　
年
９
月
５
～

２７

６
日
、
東
京
理
科
大
学
長
万

部
校
で
開
催
さ
れ
た
「
長
万

部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、

石
破
茂
地
方
創
生
大
臣
を
は

じ
め
多
く
の
方
か
ら
地
方
創

生
に
つ
い
て
学
び
、
理
科
大

と
の
連
携
、
東
京
都
葛
飾
区

と
の
交
流
事
業
な
ど
、
多
種

多
様
な
事
業
が
提
案
さ
れ
た
。

　
こ
の
提
案
さ
れ
た
事
業
や
、

新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
な
ど
に
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
今
後
さ

ら
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　

　
サ
ミ
ッ
ト
最
終
日
、
理
科

大
前
理
事
長
が
、
事
業
を
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
る
た
め
に

は
「
覚
悟
」
を
決
め
る
事
が

一
番
必
要
だ
と
し
て
閉
会
し

た
。
　
長
万
部
町
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
　

年
後
　
年

３０

５０

後
、
子
ど
も
達
や
若
者
老
人

全
て
の
人
が
住
ん
で
良
か
っ

た
、
住
み
た
い
と
思
え
る
長

万
部
町
を
目
指
し
、
提
案
さ

れ
た
事
業
に
対
し
ど
の
様
な

「
覚
悟
」
を
持
っ
て
取
り
組

み
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
町
長
　
理
科
大
と
本
町
と

の
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、

新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
は
、
本
町
の
最
重
点
戦

略
で
あ
り
、
地
方
創
生
と
い

う
意
味
で
は
、
そ
の
期
待
度

が
大
き
い
事
業
で
あ
る
と
考

え
る
。
「
覚
悟
」
を
決
め
る
事

は
、
今
後
、
地
方
創
生
に
取

り
組
ん
で
い
く
上
で
必
要
不

可
欠
な
姿
勢
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
重
要
な
の
は
、
理
科
大
な

ど
が
町
の
た
め
に
何
か
を
や

っ
て
く
れ
る
と
い
う
事
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
は
我
々
町

民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

事
を
忘
れ
ず
に
、
自
ら
歩
き

出
せ
る
よ
う
、
町
民
一
丸
と

な
っ
て
地
方
創
生
関
連
事
業

に
全
力
を
傾
注
す
る
。

　
町
民
の
先
頭
に
立
ち
、
明

る
い
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
か
い
、
不
退
転
の
決
意
を

持
っ
て
地
方
創
生
各
種
事
業

を
進
め
た
い
。

　
辻
　
町
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
職
員

に
事
業
を
理
解
を
し
て
も
ら

い
、
町
民
に
聞
か
れ
た
時
、

「
担
当
じ
ゃ
な
い
か
ら
分
か

ら
な
い
。
関
係
な
い
」
と
い

う
事
で
は
な
く
、
全
部
を
知

ら
な
い
ま
で
も
、
こ
の
事
業

は
こ
う
で
あ
る
位
の
認
識
を

持
つ
事
が
必
要
だ
と
思
う
。

そ
れ
が
町
民
に
対
し
て
、
役

場
職
員
が
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
話
に
な

り
、
理
解
度
も
広
が
り
も
早

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
一

番
難
し
い
問
題
だ
が
、
そ
れ

が
出
来
れ
ば
事
業
も
よ
り
良

い
展
開
に
向
か
っ
て
い
け
る

の
で
は
。

　
町
長
　
地
方
創
生
戦
略
策

定
の
段
階
で
も
、
全
職
員
に

メ
ー
ル
を
流
し
て
情
報
を
共

有
し
て
お
り
、
こ
と
あ
る
ご

と
に
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
会
や
行
政
の
動

き
も
し
っ
か
り
見
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
初
日
と
今
日
の

一
般
質
問
に
、
職
員
を
傍
聴

席
に
入
れ
て
い
る
。
そ
う
い

う
事
も
含
め
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
。

　
地
方
創
生
は
、
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
来
年
、

本
格
的
な
調
査
を
始
め
て
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
内
に
も

あ
る
程
度
の
計
画
が
見
え
て

く
る
の
か
と
考
え
て
る
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ミーティング中の町職員
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長
﨑
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
が

全
国
で
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
続
く
な
か
、
公
共
施
設
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期

的
な
視
点
に
よ
り
更
新
、
統

廃
合
、
長
寿
命
化
等
を
計
画

的
に
行
い
、
財
政
負
担
の
軽

減
、
平
準
化
を
し
、
公
共
施

設
等
の
最
適
な
配
置
が
必
要

で
あ
る
と
国
が
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
事
を
踏
ま
え
、
公
共

施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
国
へ

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
各
地
域
会
館
の
今

後
の
扱
い
に
つ
い
て
住
民
も

大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

計
画
の
進
捗
状
況
、
概
略
な

ど
を
伺
う
。

　
町
長
　
本
町
に
お
け
る
公

共
施
設
や
道
路
・
橋
り
ょ
う

等
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て

も
、
老
朽
化
対
策
等
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
本
年
度
か

ら
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
公
共
施
設
等

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
、
更

新
費
用
の
推
計
と
施
設
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
予

測
、
人
口
推
計
等
に
よ
る
施

設
利
用
数
の
推
計
や
財
政
推

計
を
実
施
し
、
総
合
的
な
整

理
・
分
析
に
よ
る
公
共
施
設
・

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
現
状
報

告
書
（
白
書
）
を
作
成
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
公
共
施
設
等
の
洗
い
出
し

作
業
が
完
了
し
、
コ
ス
ト
の

推
計
等
を
行
っ
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

　
来
年
度
は
、
現
在
作
成
中

の
白
書
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
等
の
現
状
や
課
題
を
客
観

的
に
把
握
・
分
析
す
る
た
め
、

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
方
針
の
検
討
や
、
町

民
・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
し
、
各
地
域
会
館
の
あ

り
方
を
含
め
、
本
町
に
お
け

る
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
る
。

　
長
﨑
　
公
共
施
設
等

の
洗
い
出
し
作
業
は
既

に
完
了
し
て
い
る
と
の

事
だ
が
、
内
容
な
ど
示

せ
る
も
の
は
あ
る
か
。

　
総
務
課
長
　
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
は
、

来
年
３
月
　
日
を
期
限

２２

と
し
て
委
託
事
業
を
進

め
て
い
る
。

　
結
果
が
ま
と
ま
り
次

第
、
議
会
に
報
告
す
る
。

　
長
﨑
　
計
画
作
成
に

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

　
総
務
課
長
　
流
れ
と
し
て

は
、
一
番
上
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
が
あ
り
、
そ

の
下
に
橋
梁
の
長
寿
命
化
計

画
な
ど
の
個
別
計
画
が
あ
る
。

　
長
﨑
　
こ
の
計
画
は
　
年
１０

　
年
な
ど
、
ど
の
く
ら
い
の

２０ス
パ
ン
で
計
画
の
結
果
を
出

す
の
か
。

　
総
務
課
長
　
国
か
ら
は
、

少
な
く
と
も
　
年
以
上
の
ス

１０

パ
ン
を
考
え
た
計
画
を
策
定

す
る
よ
う
指
導
が
あ
る
。

老朽化が進む公共施設

公共施設等の老朽化対策は

総合的・計画的な管理に関する　　　　

　　　　　　　　基本方針を策定する

長﨑　 厚 議員

あ
た
り
、
国
に
よ
る
事
前
審

査
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
し

た
ら
期
日
ま
で
に
間
に
合
う

の
か
。

　
総
務
課
長
　
国
の
事
前
審

査
は
特
に
な
い
。

　
本
年
度
作
成
さ
れ
る
白
書

に
よ
り
全
体
状
況
を
把
握
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
新
年
度
は
類

型
別
の
計
画
等
を
策
定
し
な

が
ら
、
今
後
進
め
る
べ
き
町

の
全
体
像
の
取
り
ま
と
め
を

す
る
。

　
長
﨑
　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
と
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
計
画
は
、
別
々
に
計
画



一

般

質

問

（９）おしゃまんべ議会だより 第１８６号

　
長
﨑
　
平
成
　
年
３
月
、

２７

長
万
部
温
泉
　
周
年
記
念
事

６０

業
で
、
日
本
で
初
め
て
温
泉

学
の
分
野
を
切
り
開
い
た
第

一
人
者
で
あ
り
、
文
学
博
士
、

医
学
博
士
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
松
田
忠
徳
札
幌
国
際

大
学
教
授
の
講
演
が
行
わ
れ
、

木
幡
町
長
は
じ
め
道
内
外
の

方
々
が
出
席
さ
れ
た
。

　
教
授
は
、
温
泉
の
科
学
的

価
値
は
そ
の
還
元
力
に
あ
る

と
し
て
お
り
、
予
防
医
学
を

通
じ
て
温
泉
街
や
商
店
街
の

新
た
な
活
性
化
を
願
う
自
治

体
か
ら
の
要
請
で
、
週
に
２

回
３
ヶ
月
の
あ
い
だ
温
泉
に

入
浴
し
、
そ
の
還
元
力
を
検

証
す
る
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
事
業
に
は
国
の

補
助
金
も
あ
り
、
道
内
外
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
長
万
部
温
泉
を
活
用
し
な

が
ら
、
商
店
街
の
活
性
化
と

観
光
振
興
な
ど
、
新
幹
線
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
対
策

事
業
は
、
全
国
商
工
会
連
合

会
が
公
募
す
る
「
小
規
模
事

業
者
地
域
力
活
用
新
事
業
全

国
展
開
支
援
事
業
」
で
あ
り
、

地
域
の
小
規
模
事
業
者
が
、

地
域
資
源
を
活
用
し
て
新
た

な
特
産
品
開
発
や
観
光
開
発

を
行
う
取
り
組
み
な
ど
を
総

合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
、

商
工
会
が
実
施
機
関
で
な
け

れ
ば
補
助
は
受
け
ら
れ
な
い
。

長
万
部
町
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
の
実
施
は
で
き
な
い
の

で
、
長
万
部
温
泉
街
の
活
性

化
や
集
客
効
果
を
高
め
る
た

め
に
も
、
長
万
部
温
泉
利
用

協
同
組
合
が
積
極
的
な
役
割

を
担
っ
て
、
長
万
部
温
泉
利

用
協
同
組
合
の
事
務
局
で
あ

り
、
実
施
機
関
と
な
る
長
万

部
商
工
会
と
相
談
・
協
議
し

て
い
た
だ
き
、
実
施
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
長
﨑
　
長
万
部
町
も
商
工

会
や
長
万
部
温
泉
利
用
組
合

と
協
力
し
、
こ
の
事
業
を
牽

引
す
れ
ば
、
活
性
化
す
る
と

思
う
。
積
極
的
に
町
か
ら
も

進
言
助
言
な
ど
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
。

　
町
長
　
松
田
先
生
か
ら
は
、

全
国
　
箇
所
あ
る
掛
け
流
し

２６

温
泉
指
定
を
長
万
部
町
も
取

ら
れ
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
効
能
素
晴

ら
し
い
資
源
は
町
民
に
還
元

し
た
方
が
い
い
と
の
進
言
も

い
た
だ
い
た
の
で
、
敬
老
会

の
挨
拶
な
ど
で
、
ぜ
ひ
長
万

部
温
泉
に
入
っ
て
長
生
き
を

し
て
ほ
し
い
、
１
週
間
に
２

回
ほ
ど
長
万
部
温
泉
に
入
る

と
、
予
防
医
学
の
見
地
か
ら

も
素
晴
ら
し
い
温
泉
で
あ
る

と
伝
え
て
い
る
。

　
温
泉
利
用
組
合
が
一
丸
と

な
り
こ
の
事
業
を
推
奨
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
事
業
主
体
と

な
る
商
工
会
が
前
向
き
に
進

め
て
ほ
し
い
。
事
業
主
体
が

そ
の
意
識
を
持
ち
、
事
業
を

遂
行
し
て
い
く
と
い
う
基
本

姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
協
力
で

き
る
よ
う
な
態
勢
に
は
な
ら

な
い
の
で
、
温
泉
利
用
組
合

と
商
工
会
で
十
分
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

の
集
客
手
段
と
し
て
も
、
経

済
効
果
を
望
め
る
有
効
な
政

策
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

　
町
長
　
松
田
先
生
の
講
演

で
は
、
「
源
泉
か
け
流
し
」

に
よ
る
長
万
部
温
泉
の
還
元

力
が
、
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高

い
も
の
で
あ
り
、
予
防
医
学

の
視
点
か
ら
も
非
常
に
優
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
温
泉
資

源
を
活
用
し
て
地
域
の
健
康

度
を
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
万
部
温
泉
の
信
頼
が
高
ま

り
、
地
元
の
商
工
観
光
振
興

に
繋
が
る
と
い
う
趣
旨
の
お

話
が
あ
り
、
長
万
部
温
泉
の

効
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め

て
認
識
し
た
。

　
還
元
力
を
検
証
す
る
事
業

等
に
つ
い
て
は
、
寿
都
町
で

の
モ
ニ
タ
ー
調
査
に
よ
る
実

証
報
告
も
あ
っ
た
が
、
こ
の

長万部温泉発祥之地記念碑

長
万
部
町
の
財
産
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
温
泉
に
よ
る
活
性
化
を

こ
の
事
業
は
町
が
事
業
主
体
と
な
れ
な
い



一

般

質

問

（１０） おしゃまんべ議会だより 第１８６号

　
柏
倉
　
長
万
部
町
に
お
い

て
も
、
来
年
の
３
月
ま
で
に

は
新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
あ
ま
り
余
裕
が

な
い
状
態
で
あ
る
。

　
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　
町
長
　
「
新
幹
線
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
実
行
計

画
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
本
町

の
現
況
や
課
題
等
の
整
理
、

住
民
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
基
づ
き
計
画
の
基
本
目

標
等
を
定
め
た
こ
と
か
ら
、

平
成
　
年
　
月
７
日
に
第
１

２７

１２

回
目
の
役
場
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
議
、
　

月
９

１２

日
に
計
画
策
定
協
議
会
を
開

催
し
た
。
今
後
は
、
１
月
中

旬
の
第
２
回
協
議
会
、
１
月

下
旬
の
第
３
回
協
議
会
に
案

を
示
し
、
２
月
に
意
見
照
会

等
を
実
施
し
、
３
月
中
旬
の

第
４
回
策
定
協
議
会
に
諮
り

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
柏
倉
　
駅
舎
の
位
置
や
駐

車
場
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
な

ど
の
決
定
は
い
つ
頃
か
。

　
町
長
　
駅
舎
位
置
等
の
決

定
は
、
実
行
計
画
で
乗
降
客

数
の
推
計
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
１
月
下
旬

に
は
駅
舎
や
駅
前
広
場
等
の

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
（
※
完
成

予
想
図
）
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
予
定
し
て

い
る
「
（
仮
称
）
新
幹
線
新

駅
周
辺
整
備
計
画
」
で
交
通

量
推
計
等
を
行
い
な
が
ら
、

駅
舎
等
の
よ
り
詳
細
な
基
本

計
画
を
策
定
し
た
い
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
の
計
画
に

基
づ
き
、
国
や
道
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
等
と
協
議
の
上
、
駅
舎

位
置
や
規
模
等
に
つ
い
て
決

定
さ
れ
る
事
に
な
る
。

　
柏
倉
　
新
幹
線
新
函
館
北

斗
駅
開
業
に
向
け
た
我
が
町

の
取
り
組
み
は
。

　
町
長
　
新
函
館
北
斗
駅
開

業
に
向
け
た
気
運
の
醸
成
や
、

本
町
Ｐ
Ｒ
の
た
め
「
お
し
ゃ

ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
」
や
、

理
科
大
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
新

幹
線
開
業
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
　

月
　
日

１２

１９

に
は
、
北
海
道
新
幹
線
建
設

促
進
長
万
部
町
期
成
会
主
催

の
「
開
業
１
０
０
日
前
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　
地
域
連
携
の
取
り
組
み
と

し
て
、
八
雲
町
、
今
金
町
、

せ
た
な
町
及
び
本
町
で
構
成

さ
れ
る
「
北
渡
島
檜
山
４
町

地
域
連
携
推
進
協
議
会
」
に

お
い
て
、
開
業
を
見
据
え
た

「
食
」「
観
光
」
分
野
で
の
連

携
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

　
柏
倉
　
役
場
庁
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上

が
っ
た
よ
う
だ
が
、
縦
割
り

行
政
で
は
な
く
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
こ
の
事
業
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

　
町
長
　
役
場
庁
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
実
行
計

画
策
定
に
あ
た
り
町
民
等
で

構
成
さ
れ
る
策
定
協
議
会
と

連
携
し
、
計
画
原
案
作
成
や

事
業
の
選
定
、
計
画
策
定
後

の
検
証
や
改
善
を
実
施
し
、

こ
の
計
画
が
効
果
的
・
効
率

的
に
策
定
及
び
運
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
実
行
計
画
は
新
幹

線
開
業
を
見
据
え
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
取
り
組

む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

で
あ
り
、
地
方
創
生
の
総
合

戦
略
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て

く
る
事
か
ら
、
職
員
は
も
ち

ろ
ん
全
町
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
本
町
の
発
展
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

柏倉恵里子 議員

新幹線を核とした

　　　　まちづくり計画を問う

全町一丸となって取り組み

　　　　　本町の発展を目指したい

開業１００日前イベント



（１１）おしゃまんべ議会だより 第１８６号

一般質問
合計

意見書

決　議

請願

陳情

町長・議員提出議案会議

日数

会　　　　期
区分

件数人数その他人事専決決算予算条例日数日　　程

１２件７人３３件－件－件１件１件１件－件１７件１３件３日９日３月５日～１３日第１回

１１件７人９件３件－件２件－件１件－件２件１件２日７日６月１６日～２２日第２回

７件６人２５件２件－件５件２件－件８件６件２件３日９日９月１０日～１８日第３回

７件５人１３件－件－件１件１件－件－件６件５件２日６日１２月１０日～１５日第４回

● 平成２７年中の議会運営状況 ●

 ● 定 例 会

合計
意見書

決　議

請願

陳情

町長・議員提出議案会議

日数

会　　　　期
区分

その他人事専決決算予算条例日数日　　程

２件－件－件－件－件１件－件１件－件１日１日１月２６日第１回

８件－件－件１件３件３件－件１件－件１日１日５月１２日第２回

１件－件－件－件－件－件－件１件－件１日１日１１月６日第３回

 ● 臨 時 会

１０９８７６５４３２１

開催日会　　議　　名 辻
　
　（義）

柏
　
倉

 
村
　
川

大
　
谷

橋
　
本

高
　
森

辻
　
　（紀）

長
　
﨑

北
　
川

○×○○○○○○○○１１月６日第 ３ 回 臨 時 会

○○○○○○○○○○１２月１０日
第 ４ 回 定 例 会

○○○○○○○○○○１２月１５日

○○○○○○○○○○１１月２日

全 員 協 議 会 ○○○○○○○○○○１１月３０日

○○○○○○○○○○１２月７日

○○－－－○○○○○１０月３０日

総 務 常 任 委 員 会 ○○－－－○○○○○１１月３０日

○○－－－○○○○○１２月１０日

○○○○○○○－－－１１月１６日
産業建設常任委員会

○○○○○○○－－－１２月７日

○○○－○○○○○－１１月２日

議 会 運 営 委 員 会 ○○○－○○○○○－１２月７日

○○○－○○○○○－１２月１５日

○－×○－－○○－－１０月１６日
議 会 広 報 編 集

特 別 委 員 会
○－○○－－○○－－１２月１５日

－－×○－－○○－－１月１５日

○○○○○○○○○○１０月３０日
議会改革等に関する

調 査 特 別 委 員 会
○○○○○○○○○○１１月３０日

○○○○○○○○○○１２月１５日

○○○○○○○○○○１０月５日

まちづくり・新幹線

調 査 特 別 委 員 会

○○○○○○○○○○１１月２日

○○○○○○○○○○１１月１８日

○○○○○○○○○○１１月１９日

○○○○○○○○○○１１月２０日

平成２７年１０月～平成２８年１月
● 議員の出席簿 ●

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）



（１２） おしゃまんべ議会だより 第１８６号

10月30日

　①学校教育

　　各小中学校の学校経営等について調

　　査（現地調査）

　②防災対策事業

　　町営スキー場横避難階段について調

　　査（現地調査）

11月30日

　①ガス事業

　　ガス料金改定スケジュール、ガス事

　　業会計収支状況について調査

　②所管事務調査

　　第１回定例会までの所管事務調査を

　　協議

12月10日

　①所管事務調査

　　第１回定例会までの所管事務調査を

　　協議

総務常任委員会
委 員 会 活 動

12月15日

　①議会だより第１８６号の編集について

協議

１月15日

　①議会だより第１８６号を編集

議会広報編集特別委員会

11月16日

　①林業振興

　　町有林一般造林事業について調査

　　（現地調査）

　②漁業振興

　　水産廃棄物リサイクル施設の運営状

　　況について調査

12月７日

　①公園事業

　　公園事業について調査

　②所管事務調査

　　第１回定例会までの所管事務調査を

　　協議

産業建設常任委員会



（１３）おしゃまんべ議会だより 第１８６号

11月２日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　長万部町人口ビジョン及び長万部町

　　創生総合戦略の策定について審査、

　　東京理科大学表敬訪問及び北陸新幹

　　線視察調査について協議

11月18日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　東京理科大学表敬訪問（葛飾キャン

　　パス・神楽坂キャンパス）

11月19日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　北陸新幹線視察調査（ＪＲ飯山駅、

　　ＪＲ糸魚川駅視察）

11月20日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　北陸新幹線視察調査（ＪＲ金沢駅視

　　察）

まちづくり・新幹線
調査特別委員会

10月30日

　①議会改革等に関する調査

　　議会活動の周知広報について協議

11月30日

　①議会改革等に関する調査

　　意見書の取り扱いについて協議

12月15日

　①議会改革等に関する調査

　　意見書の取り扱い、今後の検討事項

　　について協議

議会改革等に関する
調査特別委員会

11月２日

　①第３回臨時会の運営について協議

12月７日

　①第４回定例会の会期及び日程、提出

　　される議案などの取り扱い、第１回

　　定例会までの所管事務調査を協議

　②平成２７年度議会費補正予算について

　　審査

12月15日

　①第４回定例会の運営について協議

議会運営委員会



（１４） おしゃまんべ議会だより 第１８６号
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議 会 う ご きの

10　月　

　１日　八雲町開町10年記念式典（八雲町）

 議　長

　13日　渡島管内市町議会議員研修会

　　　　（北斗市） 各議員

　18日　地域医療セミナー（八雲町）

 各議員

11　月

　６日　第３回臨時会 全議員

　９日　道南林活議連総会及び研修会

　　　　（七飯町） 各議員

　９～10日　渡島町村議会議長会行政視察

　　　　　　（鹿児島県、熊本県）議　長

　11日　町村議会議長会全国大会（東京） 

 議　長

　18日　東京理科大学表敬訪問（東京）

 全議員

12　月

　10日　第４回定例会 全議員

　15日　第４回定例会 全議員

　19日　北海道新幹線開業100日前カウン

　　　　トダウンイベント 各議員

１　月

　５日　消防出初式 全議員

　６日　新年交礼会 全議員

　10日　成人式 全議員
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議場のテレビ放映

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は３月です

議会を傍聴してみませんか

委員会も署名するだけで　

　傍聴することができます
この広報紙は

再生紙を使っ

ています。


